




















的に参加しようとするのは，集団活動に魅力を感じるとき（Herzberg, 1966 北野訳, 1968），な





























動が改善され，パフォーマンスが向上することが示唆されている（Markman, 2003; Markman, 



















　振り返りの内容　組織活動が PDS あるいは PDCA のサイクルで表されるように，集団活動
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3 － 43 －
集団活動への参加および自集団評価に及ぼす振り返りの効果
にはいくつかの段階があると考えられる。第 1 に P（Plan）の段階に相当する，集団目標の達
成に必要な知識やスキル，あるいは資源を把握し，それらをメンバーに習得させるたり，資源
を調達したりするための具体的な活動計画を立てる段階である。第 2 に D（Do）の段階に相
当する，各メンバーが課題遂行に必要な知識やスキルを習得するために，あるいは資源を調達








いる（Back, 1951; Locke & Latham, 1990 松井・角山訳, 1994）。また，活動内容や役割の明瞭さ







力を感じ，メンバー同士の協調性は高まることが示唆されている（Rosenbaum, Moore, Cotton, 
Cook, Hieser, Shover, & Gray, 1980）。また，課題に関するコミュニケーションはメンバー間の信







る貢献を肯定的に評価することが示唆されている（Greller & Herold, 1975; Phillips & Lord, 1980; 





5 － 45 －
集団活動への参加および自集団評価に及ぼす振り返りの効果
振り返りに関する研究では，過去を肯定的に振り返るか，反省的に振り返るかなど，振り
















































　2 つの大学の体育会系クラブおよびサークル 49 団体（クラブ 41 団体，サークル 8 団体）のリー
ダー各 1 名（男性 40 名，女性 9 名），メンバー 747 名（男性 612 名，女性 135 名）に対して質
問紙調査を実施した。
　各団体の所属人数はすべて 50 名未満であり，活動頻度は週 1・2 回 13 団体，週 3・4 回 8 団
体，週 5 回以上 28 団体であった。
　リーダーの平均年齢 21.4 歳（SD=1.1；範囲 19-24），リーダー歴 1 年未満 38 名，1 年以上 2
年未満 4 名，2 年以上 7 名であった。
　メンバーの平均年齢は 20.4 歳（SD=1.5；範囲 18-26），団体への所属年数は 1 年未満 238 名






























　Job Questionnaire（Brayfield & Rothe, 1951）を参考に，集団の活動が魅力的であると感じる
程度を示す 4 項目（ex. このクラブ・サークルの活動があるときはいつも楽しみだ）を設定した。
　2．活動の適切さ




を参考に，メンバー間の関係が良好であると感じる程度を示す 9 項目（ex. 同じクラブ・サー
クルのメンバーとは気が合う）を設定した。
　調査対象者は，自集団評価の各項目について「1．全くあてはまらない」から「5．非常にあ




























　リーダーのみ  0  0  2  2  4  8
　幹部メンバー  0  0  7 14  6 27
　メンバー全員  0  2  3  4  5 14
計  0  2 12 20 15 49
計画の実行
　リーダーのみ  0  0  1  1  7  9
　幹部メンバー  0  0  3 16  8 27
　メンバー全員  0  2  4  3  4 13
計  0  2  8 20 19 49
実行の成果
　リーダーのみ  0  0  4  0  0  4
　幹部メンバー  0  0 15  8  0 23
　メンバー全員  0  0  0 12 10 22






















































低頻度 高頻度 低頻度 高頻度
活動の計画
　低頻度  8  6  7  7
　高頻度  2 33 12 23
計画の実行












一部 全員 計 一部 全員 計 一部 全員 計
活動の計画
　あり 120  47 167 403 116 519 523 163 686
　なし  27   4  31  27   3  30  54   7  61
　「あり」の比率 .82 .92 .84 .94 .97 .95 .91 .96 .92
計画の実行
　あり  41  62 103 485  92 577 526 154 680
　なし  14   4 18  42   7  49  56  11  67
　「あり」の比率 .75 .94 .85 .92 .93 .92 .90 .93 .91
実行の成果
　あり 300   0 300 115 275 390 415 275 690
　なし  37   0  37   9  11  20  46  11  57





















































M SD 1 2 3
1．活動への参加 4.03 1.02
2．活動の魅力 3.91 0.90 .58**
3．活動の適切さ 3.46 0.76 .11 .41**









































3 － 53 －
集団活動への参加および自集団評価に及ぼす振り返りの効果
　活動の計画に関する振り返りの頻度の主効果に有意傾向が認められ（F（1,45）=3.05, p<.10），「低
頻度」群（n=14, m=3.77, SD=0.31）と比較して，「高頻度」群（n=35, m=4.01, SD=0.45）の活動
の魅力が高い傾向にあった。その他の有意な主効果および交互作用は認められなかった（F（1,45）








（F（1,45）=0.28, n.s., F（1,45）=0.05, n.s., F（1,45）























3 － 53 －
集団活動への参加および自集団評価に及ぼす振り返りの効果
互作用も有意ではなかった（F（1,45）=1.43, n.s., F（1,45）=0.13, n.s., F（1,45）=0.00, n.s., F（1,45）=2.05, n.s., F




p<.01），「一部」群（n=36, m=3.59, SD=0.31）と比較して，「全員」群（n=13, m=3.33, SD=0.77）
の対人関係が有意に低かった。また，頻度と参加メンバーの範囲との有意な交互作用が認め
られた（F（1,45）=13.54, p<.01）。下位検定の結果，「全員」群では，「低頻度」群（n=6, m=3.57, 
SD=0.38）と比較して，「高頻度」群（n=7, m=3.14, SD=0.07）の「対人関係」が有意に低かった（F





返りの頻度・参加メンバーの範囲の効果も有意ではなかった（F（1,45）=0.05, n.s., F（1,45）=2.55, n.s., 
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